
日本日本日本日本初初初初のののの都市都市都市都市のののの出現出現出現出現    纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡をををを歩歩歩歩くくくく    2012.2012.2012.2012.7.24 & 7.24 & 7.24 & 7.24 & 8.23.8.23.8.23.8.23.    
三輪山と巻向山の谷間から流れ出た巻向川の扇状地に位置し 

邪馬台国の王都?? と騒がれた纏向遺跡 

また 北部九州と結んで 大和で いち早く本格的鍛冶をはじめた遺跡でもある 

 

            

        

卑弥呼の墓といわれる箸墓よりも早くに築かれた纏向型と呼ばれる出現期の前方後円墳群が3世紀卑弥呼の時代まで溯れると

いわれ、箸墓が卑弥呼の墓である信憑性も強まって行く中、2009年11月 纏向遺跡で「卑弥呼の宮殿」と大騒ぎになり、に

わかに邪馬台国大和説がもてはやされた。また、鉄の歴史視点から見ると、卑弥呼の邪馬台国連合のつながりは 「北部九州

に対抗した朝鮮半島の鉄の覇権」との説も提案され、話題を読んでいる。 

1.1.1.1.    纏纏纏纏    向向向向    遺遺遺遺    跡跡跡跡    日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市のののの初現初現初現初現    のののの    概概概概    要要要要            
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時は3世紀前半古墳時代前期。日本各地に諸国が生まれ、邪馬台国連合から大和王権へと日本 が大きく変化してゆく時

代であり、実用鉄器が国づくりに大きくかかわってゆく時代といわれる。  

当時の北部九州の先端技術 高温本格的鍛冶とつながると考えられる鞴の かまぼこ型羽口や鉄滓そして大量の実用鉄器

（鋤）がこの纏向でも出土し、 畿内でも一番早く北部九州の先端技術が入ってきていると見られる。 

一方 纏向では 大規模な土木工事による土地改良・日本各地からの人の流入 そして前方後円 墳という巨大墳墓が築

かれ、宮殿を思わせる計画的な大型建物も出土し、新しい古代都市出現の 体をなしている。 

しかし、纏向遺跡では 農耕の痕跡・竪穴住居群の集落がいまだ出土せず、人の影が見えない。  

この新しい都市での暮らしの実体がみえてこないのです。  

鉄についても北部九州の先進鍛冶技術が流入し、土木工具「鋤」に特化した実用鉄器が出土する以外にほとんど他の鉄器

はない。しかも、厚い大型鉄器である土木工具が出土するにもかかわらず、 鍛冶工房跡もまだ見つかっていない。鞴羽

口など鍛冶具が幾つも出土することから、鍛冶工房が あったことは間違い無いと思われるのですが・・・・  

邪馬台国論争の渦中にあるに纏向遺跡。 でも まだ遺跡には未解明の数多くの謎がある。  

これらの解決なしには、論争に決着が付けられそうにないばかりか、「日本の幕開け」古墳時 代の到来を明らかにすることが

できない。 また、日本で製鉄が始まってゆく過程を知る上でも この纏向の鉄の解明はおもしろい。  

 纏向遺跡にはまだ10%にも満たぬ発掘調査が原因かもしれないが、謎が多い。 

纏向はもう何度も歩いたことがあるのですが、纏向遺跡を全体として眺めたことがなし。  

「卑弥呼の宮殿跡も見てないなぁ」 また、箸墓やホケノヤマ古墳はしっているが、纏向の西側の端にある古墳群にはいって

ないなぁ・・・・と。 

 先日この纏向遺跡のすぐ北側 物部氏の根拠地 布留遺跡を歩いて、初期ヤマト王権時代の鉄の印象が自分の抱いていたイ

メージと随分違う。また、この布留遺跡よりも更に時代の古い纏向遺跡に布留遺跡にはない九州の先端鍛冶技術が入っていた

可能性を知リマした。今一度 纏向遺跡をゆっくり 歩きたくて 7月24日と8月23日 夏の熱い日でしたが、真っ黒にな

って 纏向めぐりをしました。 

まだ 何も謎は解けませんでしたが、纏向遺跡はまだまだ謎の面白い遺跡 景色はいいし、 ゆったりと歩いて 古代のロマンにイメ

ージを膨らませるのにはうってつけ。   

「纏向遺跡の人の顔が見えないのですが・・・・ また、鉄器ももっと出てません??? 」と 

 訪ねた桜井市埋蔵文化センターで「我々も本当に不思議なんですが、  

集落跡がでていません」と聞いて 頭の中すっきり。  纏向はまだまだ 古代のロマンを掻き立てられる場所。  

 

わたしの妄想ですが、縄文人が作ったストーンサークルの古墳時代前期版が纏向では????と・・・・  

「この時代 まだ 祀り 祭祀が国を治めてゆく基本であったろう   

纏向は扇状地全体が連合諸国共同の宮殿-祭祀の場で、  一般人が足を踏み入れなかった禁則の場だった。  

 そのとてつもない大きさが見えず 人の姿がみえないのでは・・」  

これが本当なら人工都市の謎もとけるし、スケールの大きさはすごい  まだまだ 面白いことがありそうな纏向  

また、引き続き 通って見たい場所  穴師の鉄も もっと調べてみたい。  

そんな今回の纏向walk 遺跡全体をきっちり端まで歩いて  纏向の今の景色を抜けのないよう記録しておこうと。  

写真枚数が多くて 大部になりましたが、デジカメの記録写真とご理解ください。  

もう 夏も終わり 纏向の空にも赤とんぼがゆっくり 舞っていました。  

                                   2012.9.5. by  Mutsu Nakanishi 

 

 

 

 

 

 

 



1.1.1.1. 纏纏纏纏    向向向向    遺遺遺遺    跡跡跡跡    日本における都市の初現    のののの    概概概概    要要要要                    

        

    

桜井市の三輪山の北西麓一帯桜井市太田，辻，東田にあり，初瀬川の支流である巻向川が形成した扇状地上に立地する弥生時

代末期から古墳時代前期にかけての遺跡。 遺跡の範囲は東西約2km・南北約1.5km と広大で、これまでに大規模な建物跡や

水路などの遺構が見つかっているのに対し、当時の日本各地の集落に形成されている竪穴式住居跡が見つからぬことや、北九

州から関東地方までの土器や遺物が出土することなどから、日本各地の交易の拠点になっていた日本初の人工都市と考えられ、

邪馬台国やヤマト王権との関係が取り沙汰されている。 

橿考研の寺沢薫氏や桜井市教育委員会の橋本輝彦氏はこの纏向遺跡を「日本における都市の初現」だとという。 

西に位置した東田地区からは土器や木器の入った40基近い土壙，掘立柱建物跡，溝などが見つかり， 

飛鳥･奈良時代の河道からは銅鐸の飾耳片も出土した。東にある辻地区には幅5m，深さ1mの人工の 

溝が2条あって途中で合流し，そこに井堰が設けられていた。 

矢板を打ち込んで護岸した部分や，集水マスを作った所もあり，溝からは古墳時代初頭の土器が 

多量に出土している。・・・ 

また、この遺跡のあちこちから、数多くの鉄器（主に鋤）や鉄滓・鞴羽口が出土し、この纏向の居館に付随する鍛冶工

房があったと考えられている。特に東田地区勝山古墳の西の周堤周辺からは北部九州のかまぼこ型羽口が出土し、畿内

でいち早く当時の先端技術であった北部九州の高温鍛冶技術がこの纏向に持ち込まれていることや出土する鉄器のほ

とんどが農耕具ではなく、土木工具の「鋤」であることはこの纏向遺跡の性格を考える重要なポイントであろう。 

遺跡内には最古級の前方後円墳など 20 数基の古墳が点在しており、なかでも箸墓古墳は卑弥呼（あるいは台与）の墓とする

説がある。 また、現状から前方後円墳と判別できるものとして、箸墓古墳、纒向石塚古墳・矢塚古墳・勝山古墳・東田大塚

古墳・ホケノ山古墳があり、これらの古墳を総称して「纒向古墳群」といい、まだ築造時期が確定されたものはないが、近年

の橿原考古学研究所や桜井市教育委員会等々の発表によれば、箸墓古墳よりも古いとされる勝山古墳、矢塚古墳、ホケノ山古

墳、マバカ古墳などは出土物の調査等から建造時期が３世紀半ばまで遡るとされ、卑弥呼活躍の時期と一致するとの説もある。 

さらに、2009 年 11月 巻向駅の北端の線路をはさんで北西側（纏向太田・辻地区）から３世紀前半の大型建物跡（柱穴）

や凸字形の柵が見つかり、過去に見つかった建物跡とあわせ、３棟が東西に整然と並ぶことも確認された。 



当時、方位に合わせて計画的に建てられた例は極めて珍しく、「卑弥呼の宮殿出土」とセンセーショナルな報道が踊り、邪馬

台国畿内説に弾みをつけた。 

   

2009年11月 巻向駅のすぐ北西端 太田・辻地区で見つかった卑弥呼の宮殿跡??と注目された大型掘立柱建物 

纏向遺跡は西暦200年頃に出現。その大きさは直系1Kmの円状の区域で、地図の赤枠で囲った文字「庄内式期の範囲」が示す

オレンジ色で囲まれた範囲で、2009年発掘された大型建物跡はこの区域の中心部「庄内式期の中枢地域？」と表示された部分

にある。250~260年頃になると、赤枠で囲った「布留式期の範囲」が示すオレンジ色の範囲（およそ2.5Kmｘ1.5Kmの区域）ま

で拡大する。 この拡大期とほぼ同じ時期に今回発掘された大型建物などはこの場所からはなくなってしまう。 その移設先

は「布留式期の中枢地域？」と表示された地域であろうと推定されている。 

しかも、桜井市教育委員会 橋本輝彦氏によれば、「この時期は箸墓古墳が築かれた時期と合致する」とされていて非常に興

味深い。 この「布留式期の中枢地域？」は縄文時代末期に大規模な土石流があったことが確認されており、荒地で弥生時代

の遺跡はほとんど出土していない。この不毛の地に纏向遺跡が成立する200年頃は大和盆地最大の環濠集落である唐古・鍵遺

跡が消滅する時期とも重なっていている。 

仮に、この区域を「都」であったと仮定すると、後の飛鳥京よりも広く、藤原京（5.5Km四方）に次ぐ大きさになります。 し

かも、この地域は建物のあったあたりを尾根とする南北に緩やかな傾斜地であったものを平に造成したことも判明している。

（ http://pub.ne.jp/luckfield/?cat_id=122847 より） 

 

 

   



   

 



 

  

 

 

 

 



日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市のののの初現初現初現初現    纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡        日本各地日本各地日本各地日本各地からからからから持持持持ちちちち込込込込まれたまれたまれたまれた多数多数多数多数のののの外来土器外来土器外来土器外来土器    

 

 



    

 

ホケノ山から眺めた奈良盆地を見晴るかす纏向 左端に箸墓 右側雨雲の下が生駒山 

 

穴師 珠城山古墳群の丘から眺めた纏向南側の景色 右に三輪山 左奥に箸墓が見えている  

 

【【【【主主主主なななな取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ資料資料資料資料    】】】】    主にインターネットならびに纏向遺跡が記載さていた図録より 資料取りまとめました 

1. 桜井市教育委員会 橋本輝彦氏 講演レジメ「日本における都市の初現 纏向遺跡」 

2. 纏向古墳群・箸墓の年代測定についての資料  新井宏氏・鷲崎弘朋氏・歴博 資料&図 

3. 村上恭通「古代国家成立の過程と鉄器生産」 

4. 橿考研博物館「三国志の時代 2・3世紀の東アジア」展図録 

  5. 桜井市纏向学習センタ  home page  http://www.city.sakurai.nara.jp/maki_c/info/iseki.html 

また、纏向遺跡のイメージを現す言葉として タイトルに橋本輝彦氏の使われた「日本における都市の初現 纏向遺跡」の言

葉をつかわせていただきました。 



2222....    【【【【現地写真資料現地写真資料現地写真資料現地写真資料】】】】    

            邪馬台国邪馬台国邪馬台国邪馬台国のののの王都王都王都王都?? ?? ?? ?? とととと騒騒騒騒がれたがれたがれたがれた大型特殊建物群跡大型特殊建物群跡大型特殊建物群跡大型特殊建物群跡とととと纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群をををを見見見見てててて歩歩歩歩くくくく        2012.7.24.2012.7.24.2012.7.24.2012.7.24.    

                            桜井線桜井線桜井線桜井線のののの西側西側西側西側 3333 世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半のののの纏向中枢地区大田地区纏向中枢地区大田地区纏向中枢地区大田地区纏向中枢地区大田地区とととと纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群のあるのあるのあるのある東田地区東田地区東田地区東田地区    

    

巻向は何度も歩いたことがあるのですが、今日は特に桜井線の西側地区 卑弥呼の宮殿跡と騒がれた大型掘立柱建物出土地や 

箸墓の築造以前に築造されたといわれ、古墳時代の幕を開いた纏向古墳群 中でも鞴羽口など3世紀前半の鉄遺物が周堤周辺

から出土した勝山古墳周辺を歩こうと 7月24日のカンカン照りの午後 巻向駅に降り立つ。 

どちらも遠くから眺めたことはあるのですが、歩いたことなし。 

卑弥呼の宮殿跡と騒がれた大型掘立柱建物出土地は巻向の駅のすぐそばと聞くのですが、行ったことなし。 

駅の無人改札をでて 宮殿跡が出土した場所へ行くのはこの道からですか????と高校生に聞いて、怪訝な顔をされて・・・。 

 それもそのはず、この宮殿跡が一番良く見える場所が巻向駅のホームの北端。 出だしから失敗です。 

また、場所は見えているのですが、出土地に行く道がわからず、結局ぐるっと一周。 

    

1.1.1.1.1.1.1.1. 卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼のののの宮殿宮殿宮殿宮殿とととと当初騒当初騒当初騒当初騒がれたがれたがれたがれた大型掘立柱建物大型掘立柱建物大型掘立柱建物大型掘立柱建物がががが出土出土出土出土    3333世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半    纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの中枢居館域中枢居館域中枢居館域中枢居館域    太田太田太田太田・・・・辻地区辻地区辻地区辻地区    

    

    

    

    

    

2009年 大型掘立柱建物が東西に整然と並んで出土した現地 思った以上に狭い 巻向駅ホーム北端より  



 

入口がよく判らずうろうろしましたが、県営住宅の前の道、線路際のところの住宅の間から出土地へ 

 



    

                                北側北側北側北側    線路際線路際線路際線路際からからからから南北南北南北南北にににに大型大型大型大型のののの建物建物建物建物がががが建建建建っていたっていたっていたっていた3333世紀前半纏世紀前半纏世紀前半纏世紀前半纏向向向向のののの中枢部中枢部中枢部中枢部    

線路際から見た景色 この草地にこんな風に東西に整然と並んで大型建物が建っていたようですが、この建物が何なのかはま

だ、これから。また 線路を渡って北にもさらに広がっているようですが、北側は住宅が建ち並ぶ巻向の集落の中 おいそれ

と発掘が出来ないようだ。 

                    



1.2.1.2.1.2.1.2.    3333世紀戦半世紀戦半世紀戦半世紀戦半のののの巻向巻向巻向巻向    中心部中心部中心部中心部からからからから西端東田地域西端東田地域西端東田地域西端東田地域へへへへ        纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群    

        

    

大型建物出土地横の踏切を渡って、巻

向の集落に入ると穴師兵主神社の石

の鳥居前十字路にでる。 

鳥居前 巻向集落の家並みがつづく

この東西の街道は天理と三輪・桜井か

らへと続く古道「上つ道」で南へ行け

ば、箸墓古墳のすぐ横にでる。 また 

鳥居横を東に傾斜地を登ってゆけば、

穴師 兵主神社へと続く道。 巻向山

と三輪山の間から流れ出る巻向川が

流れ出てくる谷筋 扇状地の根元へ

至る道。また、西にこの道を降りてゆ

けば、纏向小学校と纏向古墳群の纏向

石塚山・勝山・矢塚3つの古墳の横 東

田地区に出る道。 

街中で 景色が見えないが、この周辺       纏向遺跡周辺地図纏向遺跡周辺地図纏向遺跡周辺地図纏向遺跡周辺地図とととと今回歩今回歩今回歩今回歩いたいたいたいた纏向中枢部纏向中枢部纏向中枢部纏向中枢部walk Mapwalk Mapwalk Mapwalk Map 

が、最初に纏向遺跡が出現した中心地。街道沿いに南北につながる集落を一歩外れると東の巻向・三輪山の間から流れ出る巻

向川が作ったなだらかな傾斜の扇状地が西の奈良盆地の中央へと広がる田園地帯がどこまでも続いている。 

 巻向駅の南側を大型掘立柱群の出土地を眺めながら西へ集落を抜けると 国道にぶち当たり、一面田園地帯で視界が開け、  

国道を渡った右手に纏向小学校が見え、その手前国道に沿った広い草地の中に小さな丘みえた。これが纏向石塚山古墳。 

        

                 巻向駅の西南側から 大型掘立柱群の出土地を眺める 

 



    

 3世紀 箸墓より前に築造された出現期の前方後円墳古墳 どうみても私たちがよく目にする前方後円墳には見えない 

                

国道側 正面から眺めた纏向石塚山古墳 手前国道側が前方部 後が後円部 

 後円直径:前方の長さ=2:1 前方部が著しく低い典型的な纏向型といわれる古墳で出現期前方後円墳の代表的な古墳である   



    

  

  古墳横 国道南側の景色        石塚山古墳の北角 西の小学校の方に入ると矢塚古墳と勝山古墳がある 

    

       纏向石塚山古墳から眺める東側 巻向・三輪山を背後に巻向の家並み 正面家並みの後が巻向駅 

 

北側角周辺から眺める纏向石塚山古墳  やつと古墳らしい後円の墳丘がながめられました 



            

石塚山古墳の横を西に入ると纏向小学校の北側の校門（通用門） 登り坂の道の西正面に柵のある堤が見える 

 

学校の北側に小高い丘と堤が見えているのが勝山古墳だった。 

前方の視界が開けないので、よく判らなかったが、草ぼうぼう

の土手を上がると勝山古墳の周堤で、池の真ん中にこんもりと

した勝山古墳があった。 

 この勝山古墳もやっぱり前方後円墳の姿が良く見えなかった。 

もっとも 下の写真は 後円の正面から見ているので形はよく

判らないが、8月再度訪れ、北側から眺めた姿では、前方部が東

へ伸びているのがわかった。でもやっぱり前方部は低くブッシ

ュの中で詳しくは見えなかった。 

この勝山古墳の西の周堤の整備作業の調査で 周辺から 3 世紀

当時の先端高温鍛冶技術を有する北部九州の技術につながると

みられるカマボコ型鞴羽口や鉄滓・鉄製品などの鉄遺物が出たという。 

    

            

    



    

  北側から眺めた勝山古墳  何とはなしに前方部の形が見えている 

        

         3世紀前半の鞴羽口や鉄滓など鉄遺物が出土したという勝山古墳の西の周堤 学校の右手に矢塚古墳が見える 

        

土手の西側は広大に広がる奈良盆地の田園がひろがっていました 

 



    

巻向駅の西側は箸墓周辺には行ったことがありましたが、よく知らず、今回始めてみた纏向古墳群 

こんなに近くに しかも 平面の田園の中にぼこぼこ古墳が浮かんでいるのにはビックリ。 

私のイメージとはちょっと違った築造場所 でもここが纏向のはずれとするとそれもうなづける。 

それにしても 鉄が出土したといっても 本当になにもないなあ・・・・・・と 

 

いまで、纏向遺跡を卑弥呼の邪馬台国 そして 大和王権につながってゆく大和の根拠地と漠然としたイメージで捉えていま

した。 今回橋本輝彦氏の「日本における都市の発現」の視点や纏向遺跡の具体的な都市機能遺構などにふれ、いまさらなが

ら 纏向の不思議 面白さに触れることが出来ました。 

謎に包まれた纏向の鉄ですが、何か大きな役割を演じたに違いない。 

 

発想を変えると このあたりは初瀬川（大和川）から纏向へ入る入口 

3 世紀の昔に大規模な大溝が掘られるなど土地改良が行われている。

纏向では今までの大和にはない他の遺跡とは異なる偏った特徴ある

遺物・遺構が出土するのも、この土木工事の大きさに起因し、それが

ここで営まれた人工都市纏向につながっているのだろうか・・・・・・。 

それにしても 人の営み・姿が見えない纏向 不思議である。 

 

ついでながら 私の頭に強く印象付けられていた纏向の景観図 

まだ 真偽はまだこれから・・・でも こんな素晴らしい都市 

景観が古墳時代前期にあったとしたら すごい。 

 

久し振りに 古代製鉄関連地名であり、鍛冶集団が奉るといわれる兵

主神社がある穴師へも足を伸ばしたかったのですが、今日は 巻向へ

やってきたのが、遅かったのでもう東の穴師の方へゆく 

時間がない。 

ぶらぶら 古墳の周辺を歩きつつ この大和で初の先端鍛冶技術を

持った纏向の不思議に色々思いをめぐらしながら巻向駅へ戻りました。    

 

2012.7.24.  by  Mutsu Nakanishi 



3333....【【【【現地写真資料現地写真資料現地写真資料現地写真資料】】】】    

鉄鉄鉄鉄ををををキーワードキーワードキーワードキーワードにににに纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの謎謎謎謎をををを探探探探るるるる    纏向再訪纏向再訪纏向再訪纏向再訪 walk           walk           walk           walk                                       2012.2012.2012.2012.8888.2.2.2.23333....    

                        纏向遺跡全体纏向遺跡全体纏向遺跡全体纏向遺跡全体をををを眺眺眺眺めめめめ    人工都市人工都市人工都市人工都市のののの意味意味意味意味とととと鉄鉄鉄鉄のののの役割実感役割実感役割実感役割実感    

  

日本の都市の初現「纏向」をイメージしながら再度纏向を歩きました。 

大和王権の誕生 そして 古墳時代の出現をもたらした「纏向」 そのキーワードのひとつは「鉄」 

畿内でいち早く 北部九州の先進鉄技術が入った「纏向」ですが、鉄の役割も その出土遺物からはもうひとつよく見え

ない。また、大規模な大溝 そして 巨大な前方後円墳を築造した纏向 鉄なくしてはかんがえられぬ人工都市の出現 

でも 纏向に人の影が見えない これは何を語っているのでしょうか???                   

前回 歩いた7月24日には 纏向の全体像をゆっくり眺められなかったので、今

回は纏向 全体をぐるっと歩く。 

また、桜井市の埋文センターの纏向遺跡の展示の語る纏向も知りたい。                  

そんな 纏向の謎と鉄を頭に ゆっくり 一日 再度 纏向を歩きました                

かんかん照りの夏の日に 雷鳴轟く激しい夕立のおまけも付けて 

 

本資料は 8月23日 桜井駅を起点に 国道169号線 

三輪の大鳥居前にある桜井市の埋蔵文化センターに立

ち寄り、纏向の展示を見学。  

色々纏向について教えてもらったあと、国道169号線

沿いを箸墓にでて、そこからぐるりと纏向遺跡の中を

ぶらぶら 纏向の今をデジカメに納めて歩きました。 

 

ちょっと話題先行気味の纏向遺跡まだ発掘調査は10%

にも満たない。何が出てくるか、まだこれからで、い

ろんなイメージをふくらませるのは、専門家も素人も

みなおなじ。 この謎に包まれた都市に、私も「纏向

の鉄」を絡ませながら、古代のロマンをふくらませて

います。  

そんな纏向遺跡の今を歩いた写真を整理しました。 



3.1.3.1.3.1.3.1. 桜井市埋文桜井市埋文桜井市埋文桜井市埋文センターセンターセンターセンターでででで    纏向纏向纏向纏向のののの展示展示展示展示をををを見見見見るるるる    

                           【【【【纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡からからからから出土出土出土出土したしたしたした遺物遺物遺物遺物のののの全体展示全体展示全体展示全体展示】】】】    

 

  

                  



 

 

 

  

            太田の微高地 ３世紀前半の居館域から出土したさまざまな祭りの木工具 

 

纏向遺跡で出土した搬入土器 

 



 

一番気になっていた纏向遺跡から出土した鉄遺物は８０次調査で巻野内から出土した３世紀後半の鞴羽口や鉄滓そして鉄器

など。纏向では 鉄器のほとんどが土木工具と考えられる鋤が多数出土したと資料にあったのですが、イメージ的にどんなも

のが出土しているのか 気になっていましたが、大きな厚さのある立派な「鋤」。  

こんな厚い大きな鉄が纏向に入っていたことにビックリ。一番の収穫でした。 

   

  纏向遺跡 ８０次調査で巻野内 尾花崎地区から出土した鉄器・鍛冶鉄滓・鞴羽口・砥石  ３世紀後半のようだ 

 

勝山古墳の南側の纏向小学校横の道との間の草地の土坑や溝から出土した３～４世紀頃の土器類  １７２次調査 



展示を見たあと、纏向遺跡について色々教えてもらいました。 

 

1.  .纏向遺跡では 人の暮らし・姿が見えない謎 

やっぱり竪穴住居群を中心とする集落が今も見つかっていない   

2.  展示されていた鞴羽口がカマボコ型にみえず、纏向ができた初期のものか 

展示されていた鞴羽口は巻野内でしゅつどした 3 世紀後半のもの。 3 世紀前半と言われる勝山古墳横から出土したカマボコ型 

のものは橿考研が調査。 

纏向での鉄遺物は他にもいろんな場所から出土している。 

巻向駅北の県営住宅のところ また、169 号線箸中の三輪そうめん山本の本社工場などからも出土                             

3. 鍛冶工房があったと言われるが その主たる鍛冶製品が見えてこない。出土している「鋤」だろうか??? 

鍛工房跡そのものは見つかっておらず、どんな鉄器をつくっていたかは よくわからない 

◎ 纏向の隣 4世紀の物部氏の布留の鍛冶工房では祭祀に使う道具の加工工具が主であったように私には見えた。 

その他 山陰・丹後・北陸では 勾玉などの珠加工の工具 四国阿波の矢野遺跡では朱の工具などそれぞれ目的 

とするものの加工が弥生の終わりから古墳時代前期の鍛冶工房の主機能（実用鉄器）と見えたのですが、纏向で 

は北部九州の先端鍛冶技術がいちはやく入り、また大型鉄器の部類の「鋤」が出土する。  

「半島の鉄素材の確保」がこの時代の鍵だと言われる古墳時代前期 この先端都市纏向でどんな鍛冶加工がと行 

われていたのか興味深々である。  

4. 製鉄関連地名の「穴師」 鍛冶集団が祀る古い兵主神社もある。 本当に鉄が出たのだろうか 

正確な場所は知らないが、、この巻向の谷筋の山の中に鉄穴があると聞く 

 5. 3世紀に忽然と現れ、また、4世紀に忽然と消えた纏向   

卑弥呼の宮殿説 出土した大型建物の性格も その年代を含め、まだこれから。 

纏向の発掘はまた 10%に満たない。 3世紀後半の中枢居館域と言われる巻野内の発掘調査もまだ これから 

 

マスコミ報道などのイメージ先行の纏向 確かなところはまだ これから わからないのは 研究者も同じようだ。 

纏向についての断片的なイメージを抱きながらのwalkのスタートでしたが、櫻井の埋蔵文化センターで話が聞けたので、揺

れ動いていたイメージがはっきり。  

わかっているのは 纏向が巨大な土木工事が行われた都市建設され、日本全国から多数の人が集まってきた痕跡がある。  

そして、この纏向によって ヤマト王権を中心

とした統一国家づくり 古墳時代の幕開けとな

ったことだけだ。 

 

この纏向の当主は誰なのか また、この都市を

建設した人たちはどこに住んでいたのだろうか 

纏向は まだ だれもよくわかっていないのだ。 

 

今回は まず 前回は見られなかった纏向の

遺跡の全体像を見よう。 一気に遺跡の四方

の端まで行って また、全体が見渡せる場所

に立ちたい。 そして、やっぱり 鉄が出た

地点にも行って見ようと 

まず 国道169号線を北へ 

纏向の南西の端 箸墓のある箸中へ行って         2012.8.23. 纏向再訪walking  map 

あとは思いつくまま 気の向くまま纏向walkと  

埋蔵文化財センターで聞いた話を思い浮かべながら歩き出す。 

 



3.2.3.2.3.2.3.2.    箸墓周辺箸墓周辺箸墓周辺箸墓周辺        箸墓箸墓箸墓箸墓とととと鉄遺物鉄遺物鉄遺物鉄遺物がががが出出出出たとたとたとたと教教教教えてもらったえてもらったえてもらったえてもらった三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん山本本社工場山本本社工場山本本社工場山本本社工場    

埋蔵文化財センターを出て、きたへ少し歩くと、いきなり左手の池の北側 民家の上に頭を出している大きな古墳が見える。 

地図をみもは巻向駅から 上ツ道を歩いて、北東側からしか行ったことがないのでびっくりでした。 

この池の北側国道を横切って巻向川が東から流れ下ってくる。 この川を渡るともう180度 見えるこの中が巻向遺跡である。 

橋の東側には 流れ下ってくる巻向川の奥に巻向・三輪野山が見えている。あの山のところまでがすべて纏向遺跡の範囲であ

る。 また、道の反対側の西には 広々とした奈良盆地の田園地帯がひろがり、その向こうに金剛・葛城そして二上の連山が

ながめられる。 雲が浮く青空に赤トンボが舞い、秋近しを思わせるが、暑い日差しが照りつけてくる。  

  

国道１６９号線 箸中南周辺 いきなり池の北側に箸墓      池の北側を流れ下る巻向川 

  巨大な箸墓古墳 そして 東から巻向川が流れ下る箸中南周辺 ここから北は180度纏向遺跡の範囲である 

 

巻向川の橋を渡るとすぐに箸中南の十字路で、道の右手には田園の中に箸墓の墳丘が見え、その後ろには三輪山がそびえてい

る。そして、箸墓の丘の裾を箸中集落への道が見えている。 私の知る箸墓の景色の中に入った。 

国道の道脇には「箸中」のバス停があり、道の向こう 西側には奈良盆地の田園がひろがっている。 

   

箸墓が田園の向こうに見える国道169号箸中南交差点 

    



 

 

 

十字路の向こう右側 広い敷地に三輪そうめん山本の看板が見える。 道の東奥に入っているので、全体の形はは見えず、全

体がもう視野いっぱいに入っていて 森としか映らない。一方ここが、埋蔵文化センターで教えていただいた鉄遺物が出た纏

向遺跡の一部で、道路側には食事ができる茶屋がついた直売場 その奥が向上になっていた。 ちょうど箸墓の正面である。 

 

   

       三輪そうめん山本の入口      道の反対側にも街並み     三輪そうめん山本の中から箸墓を眺める     

   

三輪そうめんの直売場とレストラン この中に ここから出土した遺物の展示コーナーがありました 

      三輪そうめん山本の本社工場の敷地は纏向遺跡の一部 この工場建設の調査で 数多くの遺物・遺構が出土した 

 



 

 

 



 

    三輪三輪三輪三輪そうめんのそうめんのそうめんのそうめんの直売場直売場直売場直売場ととととレストランレストランレストランレストランのののの中中中中にににに    このこのこのこの敷地敷地敷地敷地からからからから出土出土出土出土したしたしたした遺物遺物遺物遺物のののの展示展示展示展示コーナーコーナーコーナーコーナーがありましたがありましたがありましたがありました    

 

そうめんの太さにはいろいろあるが、三輪そうめんは超極

細で有名。  

ここで それが食べられると聞いて 久しぶりに冷やしそ

うめんの昼食をして walkを再開。 箸墓へ向かう。 

 ここからすぐ北が国道196号箸中の交差点で、国道はこ

こで大きく右の巻向の山裾へカーブしてゆく。 

正面の田園地帯には 幾つか古墳群が浮いて見えていて、

いよいよ 巻向遺跡の核心部である。 

 

 

  

       箸墓の前 国道169号 南側                   箸墓の前 国道169号 南側 

 



 

         カーブする国道の正面  箸墓古墳北西角の周堤から眺めた箸中の交差点  北西側  

  

交差点の正面には先日見た巻向小学校 左奥に生駒山 巻向古墳群が頭を出している 

ここを西（写真右手）に入ると田園地帯を纏向石塚山古墳の方へゆく。西を眺めているイメージでしたが、見えている生駒山

の方向からすると 国道がここでカーブしているので、北東側を眺めている位置にいる。これで 見えていた建物群が東田で

あると頭と一致する。道路のイメージで方向感覚がおかしい。地図と磁石がいる。 

 

国道はここで大きく北東へカ

ーブして、東の巻向の山並みの

方へ向かい、纏向の跨線橋を越

えて 山裾を北へ走る。 

南側には 池の向こうに前方

後円墳 箸墓が堂々とした姿

で 影を池に映している。 

 でも この箸墓は纏向がで

きた3世紀前半にはまだない。 

この位置で箸墓を眺めるのは

はじめてである。 

 

 西へゆけば そのまま纏向

古墳群のある東田地区なので

すが、見えている国道の跨線橋

から巻向駅周辺が見たくて、 

東の山側へ向かう。  



  

                     南側からの箸墓          北側カラの箸墓 

           箸墓古墳 前方後円墳の対称性のあるきっちりした姿が眺められました 

 

3.3.3.3.3.3.3.3.    巻向駅周辺巻向駅周辺巻向駅周辺巻向駅周辺    纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡    3333世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半のののの居館中枢部居館中枢部居館中枢部居館中枢部    周辺周辺周辺周辺    

 

   巻向駅南の跨線橋から 歩いてきた国道箸中方面を眺める  後ろに金剛‥葛城‥二上山の連山が見えている 

 

 

跨線橋を降りて、線路沿いを巻向駅周辺へ行って、そこから西 纏向古墳群のある東田地区の一番西の橋まで行ってそれから、

反転して 一番東 穴師の里まで、巻向野山の山麓へ向かおうと。 



 

  



3.4.3.4.3.4.3.4. 纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群のののの古墳古墳古墳古墳がががが点在点在点在点在するするするする遺跡遺跡遺跡遺跡のののの南端南端南端南端    東田地区東田地区東田地区東田地区へへへへ        

 3世紀前半の北部九州の先進技術移入を思わせるカマボコ型鞴羽口が出土した勝山古墳の堤周辺を確かめにゆく 

        

 

  



 

 



   

   

        

矢塚古墳と纏向小学校の小道を通り抜けると前方に見覚えのある勝山古墳の堤が見えてくる。 

前回あまり記憶が無い勝山古墳の堤周辺 しっかり眺めておかねば‥‥‥‥  

 

 



 

勝山古墳の周堤を一周して北側に出るとこれから向かう東側の山裾に広がる巻野内地区が一望される 

3世紀後半 纏向遺跡の中枢居館域が東側 巻向‥三輪山の山裾に移った地域である。 

 

東側の山裾に広がる巻野内地区遠望  また 勝山古墳の前方部が池の向こうに見え、その低さがよく分かる 

 

 

 

勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳のののの周堤周堤周堤周堤をををを一周一周一周一周してしてしてして、、、、    

国道国道国道国道のののの東側東側東側東側へへへへ            

 

 

 

 

纏向石塚山古墳と勝山古墳に挟まれて 纏向小学校の横に見えている 



3.5.3.5.3.5.3.5.    巻向巻向巻向巻向のののの集落集落集落集落をををを抜抜抜抜けてけてけてけて、、、、3333世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半    纏向纏向纏向纏向のののの中心地中心地中心地中心地となったとなったとなったとなった巻野内地区巻野内地区巻野内地区巻野内地区からからからから一番東一番東一番東一番東のののの端端端端    穴師穴師穴師穴師へへへへ    

 

 



 

 

 



国道を少し南に戻って 穴師・兵主神社などの案内標識のある辻北の信号から、東の山裾へ集落の中 なだらかな坂道を登っ

てゆく。 この道が古くから飼われてきた集落の道のようで、田園を抜けるとほどなく穴師の集落の入口で 道の北側に珠城

山古墳群の丘が見え、道はこの枝尾根に沿って山腹を東へ続き、この古墳の東側に穴師の集落が広がっていました。 

 

 



 

この古墳群は枝尾根の頂上部 尾根筋に沿って6世紀の前方後円墳が並んでいて この尾根の向こう側 尾崎花地区を含め、

纏向全体が眺められる。 夕焼けが綺麗な場所で何度か登ったことがある。 

 



   

                尾根筋に沿って 頂上部 3つの古墳を結ぶ道 

 

  

   古墳の北側 景行天皇陵の前に巻野内尾崎花地区    古墳の南側 東に広がる穴師地区の集落の端が見えている 

      3世紀後半の纏向居館中枢域である 

                   珠城山古墳珠城山古墳珠城山古墳珠城山古墳からからからから眺眺眺眺めためためためた巻向遺跡域巻向遺跡域巻向遺跡域巻向遺跡域のののの展望展望展望展望    



 

 

 

 



 

 

 

集落を更に奥へきつくなった坂道を抜けてゆくと 両側に果樹園が広がる丘の上。 

纏向遺跡が高い場所から見晴らせる展望地から兵主神社へと丘の上の一本道 振り返ると眼下に纏向から奈良盆地が 

見え隠れしている。 程なく 纏向遺跡の展望所 。 

かつて 日本初の都市出現の纏向イメージ図に眼前に広がる展望を見ながら ビクリした場所です。 

  

                穴師の集落から更に東の山の奥穴師 兵主神社へと続く道 

     



 

 

展望地のすぐ上 兵主神社の鳥居前野道の北側は広い畑が広がる谷筋でここからは杉らしい纏向が展望できました。 

 

 



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

穴師の里へ下る道から眺めた纏向 3世紀後半の中枢居館域 巻野内尾崎花地区 遠望 

毎度 登ってくるたびに 素晴らしい景観に見とれる素晴らしい景色 

生駒山に雷雲がかかり、雨がやってきそう。 

ここから 南西側の箸中のホケノ山の方へトラバースして 箸中から桜井へ出ようと 纏向の景色を眺めながら下る。 

ここにも 纏向を舞う赤とんぼ まもなく秋を感じる景色です  

一方 纏向からこちらへ 雷雲がもうスビード 雨の前に ホケノ山へゆけるだろうか・・・・ 



 

 

 



    3.6.3.6.3.6.3.6.    雷鳴轟雷鳴轟雷鳴轟雷鳴轟くくくくホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから箸中箸中箸中箸中へへへへ    

 

 

 



 

 

 

 前回来たときは草ぼうぼうで マムシがでると驚かされたホケノ山古墳 綺麗に草が刈られ、てっぺんに登れました 



 

 



 

 

【【【【    ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳    墳丘墳丘墳丘墳丘のののの上上上上からからからから眺眺眺眺めためためためた    360360360360度度度度のののの纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡    遠望遠望遠望遠望        】】】】    

 

 

****    

 

ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳    



 

                     箸墓がある箸中地区 西方向 

  

纏向小・県営住宅・纏向古墳群などが浮かぶ東田地区と3世紀前半の中枢部纏向大田・辻地区周辺遠望 北西方向 

 

     中央右に巻野内石塚山古墳が見える太田・辻地区から巻野内の西側地区   北方向  

 

       後ろの山並みの下見えていないが3世紀後半の中枢部巻野内の東側地区と穴師   北東方向 



   

左側に穴師の集落の一部が見え、右側に三輪山をバックに箸中の東側集落  南東 

           【【【【    ホケノホケノホケノホケノ山山山山からからからから見見見見えないえないえないえない    穴師穴師穴師穴師のののの丘丘丘丘のののの上上上上からからからから眺眺眺眺めためためためた纏向纏向纏向纏向のののの全景全景全景全景    】】】】    

 

 ホケノ山古墳からは山に隠れて眺められない北東側 3世紀後半纏向の中枢地区 巻野内 尾崎花地区 

           

 なんとか 雨にも間に合って 素晴らしい ホケノ山古墳からの景色をながめることができました。 

 今日一日の満足感に浸りながら 箸墓の横を通って 国道169号線箸中のバス停へ 

 

 

 



  

 

    

まだ 何も謎は解けませんでしたが、纏向遺跡はまだまだ謎の面白い遺跡 景色はいいし、ゆったりと歩いて  

古代のロマンにイメージを膨らませるのにはうってつけ。  

「纏向遺跡の人の顔が見えないのですが・・  また、鉄器ももっと出て  

ません??? 」と訪ねた桜井市埋蔵文化センターで「我々も本当に不思  

議ですが、集落跡がでていません」と聞いて頭の中すっきり。  

纏向はまだまだ 古代のロマンを掻き立てられる場所。 

わたしの妄想ですが、縄文人が作ったストーンサークルの古墳時代前期版

が纏向では????と・・・・ 

「纏向は この扇状地全体が連合諸国共同の宮殿-祭祀の場で 

一般人が  足を踏み入れなかった禁則の場だった。 

そのとてつもない大きさが見えず 人の姿がみえないのでは???」と。 

   この時代 まだ 祀り 祭祀が国を治めてゆく基本であったろう  

そう考えると 連合した国々がこの祭祀の場建設に人・資材を多数送 

り込んで この纏向を建設。 

これが本当なら都市の謎もとけるし、スケールの大きさはすごい 」 

まだまだ 面白いことがありそうな 纏向 続けて通ってみようと・・・・。 

 

        2012.8.23. 雷鳴轟く 帰り櫻井駅へのバスの中で  by  Mutsu Nakanishi 



 

    

【【【【参考参考参考参考】】】】    

 【和鉄の道】 

1. 鉄のモニュメント 奈良 三輪山 大神神社の大鳥居   

久しぶりに巻向・三輪 三輪山山裾を歩く                2011.8.2. 

           http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron09.pdf 

2. 初期ヤマト王権を支えた物部氏の本拠地「布留遺跡」再訪Walk                     2012.5.19. 

今まで 布留遺跡に抱いていたイメージが随分 変わりました 

           http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1206furu00.htm 

 

【【【【主主主主なななな取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ資料資料資料資料    】】】】    主にインターネットならびに纏向遺跡が記載さていた図録より 資料取りまとめました 

1. 桜井市教育委員会 橋本輝彦氏 講演レジメ「日本における都市の初現 纏向遺跡」 

2. 纏向古墳群・箸墓の年代測定についての資料  新井宏氏・鷲崎弘朋氏・歴博 資料&図 

3. 村上恭通「古代国家成立の過程と鉄器生産」 

4. 橿考研博物館「三国志の時代 2・3世紀の東アジア」展図録 

5. 桜井市纏向学習センタ  home page   纏向遺跡 

http://www.city.sakurai.nara.jp/maki_c/info/iseki.html 

 

 

 

  2012.9.5.  1209makimuku.pdf    by Mutsu Nakanishi 
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